
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見日

本
で
は
非
常
に
身
近
な
食
材
で
あ
る
サ
ツ

マ
イ
モ
だ
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
そ
の
ま
ま
食
用

に
し
て
い
る
国
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
や
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
な
ど
、
サ

ツ
マ
イ
モ
を
焼
い
た
り
蒸
し
た
り
し
て
食
べ
て

い
る
国
は
あ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ

と
手
を
加
え
て
食
べ
て
い
る
国
は
、
ほ
か
に
は

あ
ま
り
な
い
。

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
期
待

多
く
の
国
で
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
用
途
は
加
工

用
だ
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
ほ
か
の
イ
モ
類
と
違
い
、

加
工
用
途
の
幅
が
非
常
に
広
い
。
最
も
多
い
の

は
デ
ン
プ
ン
で
、
そ
の
大
半
は
清
涼
飲
料
の
甘

味
の
原
料
に
。
デ
ン
プ
ン
を
発
酵
さ
せ
る
と
、

ク
エ
ン
酸
に
も
な
る
。
ま
た
、
最
近
人
気
を
集

め
て
い
る
い
も
焼
酎
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
の
原
料

に
も
な
っ
て
い
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
視
点
か
ら
も
、
そ
の
用
途
の
可
能
性
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

デ
ン
プ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
ポ
リ
乳
酸
か
ら
、
土

壌
で
分
解
す
る
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
生

産
す
る
の
も
そ
の
一
つ
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は

す
で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ

は
収
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
実
用
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
生
分

解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
を
視
野
に
入
れ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
乗
り

出
す
な
ど
、
着
実
に
実
用
化
に
近
づ
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
原
料
と
し
た
ア

ル
コ
ー
ル
か
ら
生
産
さ
れ
る
水
素
を
、
燃
料
電

池
や
電
気
自
動
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
す
る
た

め
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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現在60億人の地球の人口は、2025年には80億人に迫

るといわれている。人口増加に伴い、食料不足、環境汚染、

資源の枯渇などの問題も深刻だ。そんな中、地球の救世主

として、サツマイモが注目を集めている。

サツマイモはやせた土壌や乾燥した気候での栽培に適し、

コメやジャガイモに比べて収量も大きい。アジアやアフリ

カなどの開発途上国や人口急増地域での栽培にも向いてい

る。一方、生分解性プラスチックやエネルギーへの利用に

は、大量のサツマイモが必要となる。途上国をはじめ、各

地でサツマイモの収量が増えれば、食料不足を解消すると

ともに、石油の使用が減り環境保全も進むというわけだ。

かつて、人々を飢饉から救ったサツマイモが、今度は地球

を救う立役者になるのかもしれない。

焼きいもに大学いも、きんとん、天ぷら

と、日本では非常に身近な食材であるサ

ツマイモ。荒れた土地でも育つ上、栄養

バランスに富み、その用途も幅広い。宇

宙ステーション内で栽培する作物の有力

候補にも挙がっているというサツマイモ

の、パワーと可能性を探りたい。

全
世
界
の
９
割
を
ア
ジ
ア
が
生
産

江
戸
時
代
の
度
重
な
る
飢
饉

き
き
ん

、
戦
後
の
食
料

難
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
古
く
か
ら
多
く
の
命
を

つ
な
い
で
き
た
。
戦
後
、
食
生
活
の
安
定
や
生

活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
、
飢
饉
か
ら
人
々
を

救
う
「
救
荒
作
物
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
量
は
減
少
し
た
。
し
か

し
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
食
物
繊

維
や
抗
が
ん
作
用
の
あ
る
ベ
ー
タ
カ
ロ
チ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
豊
富
に
含
む
こ

と
か
ら
、
そ
の
機
能
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
全
世
界
の
生
産
量
は
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
半
分
と
意
外
に
少
な
い
。
原
産
地
は

中
米
の
熱
帯
地
域
だ
が
、
現
在
は
全
世
界
生
産

の
９
割
を
ア
ジ
ア
が
占
め
て
い
る
。
主
生
産
国

は
、
全
世
界
の
85
％
を
占
め
る
中
国
を
筆
頭
に
、

ウ
ガ
ン
ダ
や
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
の
国
々
だ
。

第28 回

コスメ

サツマイモが地球を救う！

アルコール
いも焼酎は500年も前から飲まれて

いた薩摩伝統の飲み物。最近の人気

で、原料のサツマイモが不足してい

るという話も。また、発泡酒やワイン

への生産も試みられている

クエン酸
サツマイモのデンプンを発酵させて

作るクエン酸は、エネルギー代謝を

活発にする効果が。スポーツドリン

クや加工食品にも広く使われている

加工食品

取材協力：

お茶
サツマイモのつる（葉柄）から作られ

たお茶。つるは日本ではあまり食べ

ることがないが、レタスやキャベツよ

りも食物繊維を多く含み、韓国や東

南アジアなどでは野菜として食べら

れている

サツマイモを発酵させた天然アルコー

ル成分を含む化粧品。サツマイモ原料

のアルコールからは抗がん剤などの医

薬品の開発も期待されている

日本で多いサツマイモの加工食品

は干しいもやお菓子、冷凍食品、フ

レークなど。カラフルな色素も注目

されており、パンやクッキー、麺類

への応用が考えられている

（上）タロイモやヤムイ

モ、サツマイモなどを薬

で包んで蒸し焼きにす

るウム料理は、ミクロネ

シアの伝統的な料理

（左）干ばつに強く、収穫

時期までほとんど手間

がかからない。最近は

つる（葉柄）の栄養機能

も注目されている
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